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系列 - 0(n)カイラル ･クラス- に
属することを明らかにした ｡ (1ト(4)
へ リカル磁性体 ･層状3角格子反強
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ここに諺はn成分のベ ク トル場でuは正である｡これに対しカイラル ･クラスを記
述するGLWハミル トニアンは以下で与えられる｡
H=÷日 ∇言)2+ (:V盲)2+ro(+a2+62)






る｡磁性体の場合､言とぬ 波数ベク トルQのヘリックス (ないしは120o構造 )の
コサイン ･サイン成分に対応しているとみなせる｡
S+(I) =aT(r+)COS(す.I)+ち(,+)sin(育.i) (3)
ところで カイラル ･ハミル トニアン (2)は以下の2種頬の対称性で完全に特徴
付けられる事が判る｡
(i) 0(n)不変性 :言･=R言,訂･-RbT (ReO(n))
(ii) 0(2)不変性 :言･=coso言-sine首,首･=± (sinO盲+coso甘) (4)
(i)はn成分のスピン空間での回転対称性から(ii)は (3)で基底を選ぶ際の位相































カイラルハミル トニアン (2)の内蔵する豊富な対称性の為 ､カイラル固定点
では通常の弓虫磁性体の場合には対応物がない様な請量がスケー リング変数として














と拡張出来るが､繰 り込み群の結果によれば､ に柚 はカイラル固定点上での新















ティ以外 にも種々のスケー リング変数が存在するが､詳細は文献 (1)を参照さ
れたい｡またカイラルな臨界現象に関する実験的側面に関しては文献 (5)卑参照さ
れたい｡
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